
(1)第414号

木
曽
駒
ヶ
岳
（中
岳
）方
面
か
ら
宝
剣
岳

―

あ
ち
こ
ち
残
雪
の
あ
る
千
畳
敷
カ
ー
ル
は
登
山
者
で
賑
わ
い
木
曽
駒
ヶ
岳

を
目
指
す
。
山
頂
で
は
静
か
に
噴
煙
を
上
げ
る
御
嶽
山
が
望
ま
れ
た
―

Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
　
中
立
‐生
す
新
二
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事
業
活
動
報
告

と
今
後

の
方
針

指
導
員
の
資
格
状
況

の
掌
握
な
ど

平
成
２７
年
度
指
導
員
総
会
が
、

６
月
２３
日
（火
）午
後
７
時
３０
分
か

ら
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

ま
ず
、
本
田
委
員
長
が
挨
拶
を

し
て
進
行
役
と
な
り
、
次
の
と
お

り
２６
年
度
の
事
業
報
告
が
あ
っ
た
。

５
月
１８
日
　
読
図
講
習
会

＝
大

高
緑
地

（
一
般
３７
名
、
指
導
員

４
名
）

・
５
月
１９
日
　
第
１
回
勉
強
会
＝

県
ス
ポ

（１０
名
）

・
５
月
２７
日
　
第
１
回
勉
強
会
＝

東
三

（１６
名
）

６
月
７
～
８
日
　
日
山
協
指
導

員
総
会
＝
東
京

（本
田
委
員
長
）

６
月
１４
～
‐５
日
　
確
保
技
術
講

習
会
＝
鞍
ヶ
池
公
園

（
一
般
２６

名
、
指
導
員
８
名
）

６
月
２３
日
　
指
導
員
総
会
＝
県

ス
ポ

（‐４
名
、
委
任
状
３０
名
）

１０
月
７
日
　
第
２
回
勉
強
会
＝

県
ス
ポ

（８
名
）

１０
月
１４
日
　
第
２
回
勉
強
会
＝

東
三

（４
名
）

１０
月
２４
～
２５
日
　
救
助
技
術
講

習
会
＝
鞍
ヶ
池
公
園

（
一
般
１５

名
、
指
導
員
Ｈ
名
）

１
月
１３
日
　
指
導
員
集
会
＝
東

三

（
５
名
）

１
月
２０
日
　
指
導
員
集
会
＝
県

ス
ポ

（８
名
）

２
月
１０
日
　
第
３
回
勉
強
会
＝

東
三

（１２
名
）

２
月
１７
日
　
第
３
回
勉
強
会
＝

県
ス
ポ

（２２
名
）

２
月
２８
日
ヽ
３
月
１
日
　
冬
山

技
術
講
習
会
１
大
口
ヶ
岳

（
一

般
１５
名
、
指
導
員
７
名
）

以
上
の
通
り
報
告
が
あ
り
、
つ

づ
ぃ
て
２６
年
度
の
会
計
報
告
が
さ

れ
、
い
づ
れ
も
承
認
さ
れ
た
。
そ

し
て
愛
知
岳
連
の
事
業
計
画
、
日

山
協
指
導
員
総
会
の
説
明
が
あ

っ

た
。
ま
た
、
愛
知
岳
連
指
導
員
の

資
格
状
況
に
つ
い
て
の
説
明
が
さ

れ
た
。
そ
の
他
の
項
目
と
し
て
、
他
県

よ
り
指
導
員
養
成
講
座
に
つ
い
て

そ
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
修
得
し

た
い
と
の
依
頼
が
あ
る
こ
と
等
が

述
べ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
名
誉
指
導
員
の
規
定

は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。
総
会

の
他
に
集
会
を
２
回
設
け
て
い
る

が
、
必
要
が
な
い
の
で
は
…
。
指

導
員
の
た
め
の
指
導
要
領
に
つ
い

て
、
研
修
会
を
定
期
的
に
行

っ
た

ら
ど
う
か
。
な
ど
が
話
し
合
わ
れ

今
後
の
課
題
と
し
た
。
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第
１
回
気
象
講
習
会

講
師
に
田
辺
先
生
を
迎
え

２６
人
が
受
講

第
１
回
の
気
象
講
習
会
が
６
月

‐４
日
、
愛
知
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
高
体

連
Ｏ
Ｂ
の
田
辺
元
祥
先
生
を
迎

え
、
気
象
通
報
の
間
き
取
り
方
や

天
気
図
の
作
成
方
法
、
季
節
の
特

徴
あ
る
天
気
や
予
報
知
識
な
ど
の

講
習
を
受
け
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
山
岳
会
か
ら
５
人
と
高
校
生

が
２‐
人
の
２６
人
で
し
た
。

次
回
、
第
２
回
の
気
象
講
習
会

は
９
月
６
日
に
豊
川
高
等
学
校
に

て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

（岩
狭
　
満
）

や
ま
び
こ
山
想
会

三
嶋
　

信

以
前
、
剣
沢
と
薬
師
の
太
郎
平

の
テ
ン
ト
泊
で
台
風
の
よ
う
な
暴

風
雨
に
あ

っ
て
苦
労
し
た
こ
と
が

あ

っ
た
。
別
に
天
気
図
に
台
風
が

あ
る
訳
で
も
な
い
。
何
故
こ
ん
な

天
気
に
な

っ
た
の
か
？
？
以
前
か

ら
気
象
に
つ
い
て

一
度
勉
強
し
た

い
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
「
気
象

講
習
会
」
の
案
内
を
聞
き
す
ぐ
に

申
込
み
ま
し
た
。

午
前
中
は
天
気
図
の
書
き
方
、

午
後
は
天
気
図
の
見
方
と
山
の
天

気
に
つ
い
て
、
天
気
図
の
書
き
方

の
説
明
と

一
緒
に
基
礎
的
な
気
象

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
か
、

低
気
圧
か
ら
東
に
伸
び
る
の
が
温

暖
前
線
で
西
に
伸
び
る
の
が
寒
冷

前
線
か
１
１
基
礎
的
な
こ
と
を
全

く
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
気
が
付

き
ま
し
た
。
二
つ
玉
低
気
圧
の
話

も
面
白
か

っ
た
。

こ
れ
を
機
会
に
、
た
だ
天
気
予

報
を
見
る
だ
け
で
な
く
、
天
気
図

を
見
て
今
後
の
天
気
が
予
測
で
き

る
よ
う
に
、
更
に
知
識
を
深
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

遭
難
事
故
防
止
や
自
然
保
護
活
動
報
告

「
山
の
日
制
定
」
記
念
事
業
に
つ
い
て

平
成
２７
年
度
東
海
四
県
正
副
会

長
理
事
長
会
議
が
、
５
月
２３
～
２４

日
三
重
県
の
ニ
ュ
ー
ハ
ー
ト
ピ
ア

温
泉
で
開
か
れ
ま
し
た
。
各
県
か

ら
１４
名
が
出
席
し
、
愛
知
県
か
ら

安
藤
会
長
と
北
村
理
事
長
が
出
席

し
ま
し
た
。

会
議
は
、
各
県
の
近
況
と
懸
案

事
項
を
話
し
合
い
、
ま
た
懇
親
を

は
か
る
こ
と
を
主
と
し
、
今
回
は

指
導
、
遭
対
、
自
然
の
各
委
員
長

会
議
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

各
県
の
活
動
状
況
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

〔静
岡
〕
個
人
会
員
制
度
の
導
入

を
始
め
た
。
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
作

り
、
常
念
岳
に
登
ろ
う
を
ス
ロ
ー

ガ
ン

（最
終
講
習
会
）
に
、
座
学

か
ら
実
践
登
山
に
向
け
て
の
講
習

会
を
４
回
セ
ッ
ト
で
実
施
。
こ
の

中
で
個
人
会
員
、
各
会

へ
の
入
会

者
の
発
掘
に
つ
な
げ
て
い
く
。
ま

た
、
富
士
山
に
お
け
る
遭
難
事
故

防
止
と
自
然
環
境
保
全
の
た
め
の

Ｆ
Ｍ
Ｃ
）
有
馬

一
夫
（愛
知
山
岳

会
）
鈴
木
清
彦
（愛
知
学
院
大
）

浅
井
慎
平
（愛
知
医
科
大
）
羽
田

明
史
（Ｃ
Ｓ
Ａ
）
原
田
泰
輔
（千
種

ア
ル
バ
イ
ン
）
水
野
保
夫
（Ｍ
Ｍ

Ｃ
岡
崎
）
野
口
和
人
（大
山
山
岳

会
）
内
藤
善

一
（や
ま
び
こ
山
想

会
）
清
水
敏
春
（名
古
屋
山
社
会
）

山
田
義
清
（山
歩
の
会
）
片
田
保

彦
（岩
倉
山
岳
会
）
西
山
秀
夫
（東

海
白
樺
山
岳
会
）
楳
村
謙
（銀
嶺

山
友
会
）
中
村
久
（名
古
屋
愛
山

会
）
辻
雅
彦
（Ｆ
Ｒ
Ｃ
）
酒
井
彰

彦
３
一河
く
ら
ぶ
）
渡
邊
正
輝
（チ

ー
ム
猫
屋
敷
）
青
山
洋

一
（ま
っ

た
り
山
楽
会
）

伊
藤
智
彦
（高
体
連
）
本
田
光
彦

（ア
イ
シ
ン
精
機
）
水
野
史
朗
（イ

ノ
ア
ッ
ク
）
永
田
昌
美
（岡
崎
山

岳
会
）
岩
瀬
幹
生
（蒲
郡
山
の
会
）

豊
田
豊
美
（春
日
井
山
岳
会
）
加

藤
和
美
（嶺
山
岳
会
）
織
田
善
夫

（中
京
山
岳
会
）
伊
藤
敦
彦
（中
央

ア
ル
パ
イ
ン
）
斎
藤
健

一
郎
（ト

ヨ
タ
自
動
車
）
井
樋
哲
也
宣
豆
田

自
動
織
機
）
森
田
金
明
（豊
田
山

岳
会
）
自
井
良
岳
宣
二
川
山
岳
会
）

小
林
孝
誌
（Ｄ
Ａ
Ｃ
）
水
野
起
己

（東
海
電
々
）
久
保
田
正
紀
（名
古

屋
山
岳
会
）
鬼
頭
健

一
（名
古
屋

山
の
会
）
安
島
正
交
（名
古
屋
白

熊
山
岳
会
）
井
口
朋
美
（Ｎ
Ｇ
Ｈ
）

石
原
博
之
（名
古
屋
渓
稜
会
）
杉

本
三
郎
（名
古
屋
テ
ク
テ
ク
山
岳

会
）
森
辰
夫
（名
古
屋
登
稜
会
）

荻
須
昭
大
（Ｒ
Ｃ
Ｃ
）
神
戸
和
広

（デ
ン
ソ
ー
）
山
下
利
明
（ブ
ラ
ザ

ー
エ
業
）
島
航
太
郎
（碧
稜
山
岳

会
）
木
村
行
宏
３
一菱
電
機
名
菱

会
）
畠
山
大
樹
３
一菱
重
工
名
古

屋
大
江
）
佐
藤
春
彦
３
一菱
重
工

名
誘
）
市
川
義
行
（Ｊ
Ａ
Ｃ
）
田

中
芳
晴
（名
古
屋
這
い
松
山
岳
会
）

十
倉
崇
行
（愛
知
県
庁
）
野
間
修

（安
城
こ
も
れ
び
会
）
中
山
秀
樹

（豊
橋
山
岳
会
）
岡
崎
亮
大
（名
古

屋
Ａ
Ｃ
Ｃ
）
青
木
清
隆
（名
古
屋

東
海

四
県
正
副
会

長
理
事
長
会
議

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
制
度
に
つ
い
て

説
明
が
あ

っ
た
。

〔岐
阜
〕
自
然
保
護
は
自
然
観
察

会
の
よ
う
な
企
画
は
し
て
お
ら
ず

夜
又
ヶ
池
の
ヤ
シ
ャ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ

の
保
護
や
腕
章
を
つ
け
て
の
登
山

者
の
指
導
を
し
て
い
る
。
登
山
届

の
提
出
条
例
に
つ
い
て
の
説
明
、

会
長
に
よ
る
遭
難
事
故
に
対
す
る

ス
ラ
イ
ド
説
明
が
あ

っ
た
。

〔
三
重
〕
自
然
保
護
委
員
会
の
活

動
報
告
と
遭
難
対
策
委
員
会
の
報

告
。
自
然
保
護
は
各
会
ご
と
に
活

動
を
し
、
岳
連
が
取
り
ま
と
め
る

ま
た
、
遭
難
事
故
に
つ
い
て
は
昨

年
は
３０
数
件
の
事
故
が
あ
り
、
救

助
活
動
に
つ
い
て
岳
連
が
積
極
的

に
活
動
し
て
お
り
、
こ
の
活
動
を
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回回回回回回回回回回回回鳳回鳳回腫回回回回画回回回回回回回口回回回口回回回回回回回回回回回回鳳回回回画回回回回回回口回口回

き

っ
か
け
に
人
の
輸
も
広
が

っ
て

い
る
。
愛
知
県
は
、
今
年
度
の
事
業
計

画
を
も
と
に
北
村
理
事
長
が
説
明

を
し
た
。

そ
の
他
の
議
題
と
し
て
、
①
日

山
協
か
ら

「
山
の
日
制
定
」
記
念

事
業
と
し
て
、
各
プ
ロ
ッ
ク
で
行

事
を
し
て
は
し
い
と
の
依
頼
が
あ

り
、
東
海
プ
ロ
ッ
ク
は
各
県
で
行

事
を
企
画
し
、
亀
井
理
事
を
通
し

て
申
請
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。

（各
県
５
万
円
補
助
）
②
日
山
協

広
報
委
員
会
か
ら

「
ふ
る
さ
と
の

山
」
に
登
ろ
う
を
テ
ー
マ
に
各
県

の
山
の
紹
介

（子
供
に
登

っ
て
も

ら
い
た
い
山
な
ど
、
山
の
遺
産
）

に
つ
い
て
原
稿
を
募
集
さ
れ
て
お

り
、
愛
知
県
は
来
年
１
月
号
掲
載

予
定
で
、
１０
月
ま
で
に
原
稿
、
写

真
を
提
出
す
る
。
③
指
導
員
の
研

修
会
を
各
県
横
通
し
で
実
施
し
た

い
。
し
な
い
と
開
催
で
き
な
い
と

の
話
が
あ
り
、
日
山
協
の
指
導
員

総
会
等
で
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
意
見
を

横
通
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

（安
藤
武
典
）

ジ
ャ
ン
ル
別
の
思
い
出

中
央
ア
ル
バ
イ
ン
ク
ラ
、フ

伊
藤
　
敦
彦

印
象
に
残

っ
た
私
の
登
山
と
聞

か
れ
て
、
困

っ
て
し
ま

っ
た
。
何

故
な
ら
、
其
々
の
山
の
個
性
を
楽

し
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
が
あ

る
。
ジ
ャ
ン
ル
分
け
し
て
、
纏
め

て
な
た
。

▽
ピ
ー
ク
ハ
ン
ト
＝
利
尻
岳

¨
鬼

脇
か
ら
沓
形

へ
下
山
し
た
。
海

抜
Ｏ
ｍ
か
ら
登
る
魅
力
を
堪
能

し
、
高
度
を
上
げ
て
行
く
と
、

笹
の
中
に
見
渡
す
限
り
の
日
本

海
が
続
い
て
い
た
。
青
く
綺
麗

だ

っ
た
。

▽
縦
走
＝
冬
の
西
穂
高
か
ら
奥
穂

一局

¨
ま
だ
駆
け
出
し
の
頃
、
先

輩
に
連
れ
て
行

っ
て
と
お
願
い

し
縦
走
で
き
た
。
緊
張
感
で
余

裕
は
な
か

っ
た
が
、
す
べ
て
を

助
け
ら
れ
、
実
現
出
来
た
感
謝

の
山
行
で
も
あ

っ
た
。

▽
岩
登
り
１
谷
川
岳

一
の
倉
沢
南

稜

一
仰
ぎ
見
る

一
の
倉
は
、
長

怖
を
感
じ
る
。
テ
ー
ル
リ
ッ
ジ

を
登

つ
て
行
く
と
、
圧
倒
的
な

岩
の
御
殿
に
心
が
吸
い
込
ま
れ

て
い
く
。
南
稜
を
登
る
頃
は
、

岩
場
と

一
心
同
体
に
な

っ
て
い

た
。

▽
沢
登
り

１
立
会
合
本
流

¨
何
と

言

っ
て
も
、
奇
妙
な
滝

の
連
続

で
あ
る
。
遡
る
人
を
虜
に
し
ま

す
。
そ
の
先
に
何
が
あ
る
か
が

楽
し
か

っ
た
。

▽
雪
山
＝
雄
山
東
尾
根

¨
ま
だ
関

電
ト
ン
ネ
ル
を
歩
け
た
時
代

だ

つ
た
。
人
里
離
れ
た
奥
深
い

山
中
に
い
る
事
が
嬉
し
か
っ
た
。

▽
秘
境
＝
知
床
岬

¨
羅
臼
側
よ
り

海
岸
沿
い
を
走
破
し
た
。
山
と

違

い
海
が
怖
か

っ
た
。
近
く
に

国
後
島
を
見
な
が
ら
、
海
に
流

れ
込
む
直
前
の
沢
の
水
を
飲
む

事
が
で
き
る
。
手
付
か
ず
の
自

然
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
た
。

北
方
領
上
が
返
還
さ
れ
た
ら
楽

し
い
だ
ろ
う
な
。

Ｖ
達
成
感
＝
戸
隠
本
院
ダ
イ
レ
ク

ト

¨
総
合
力
が
必
要
な
山
で
あ

る
。
岩
　
雪
壁
　
垂
直
の
ブ
ッ

シ
ュ
　
き
の
こ
雪
　
雪
稜
な
ど

が
混
在
し
て
い
て
、
行
き

つ
屎

り
つ
、
ル
ー
ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ

ン
グ
が
面
白
い
。
僅
か
な
距
離

も
意
外
と
時
間
を
費
や
し
て
し

ま
う
。
何
時
も
は
、
張
網
の
支

点
に
な
る
だ
け
の
ス
ノ
ー
バ
ー

も
、
今
回
は
大
活
躍
で
あ

っ
た
。

山
行
を
終
え
た
時
は
、
夢
が
叶

い
満
足
だ

っ
た
。

▽
単
独
＝
槍
ヶ
岳
北
鎌
尾
根

¨
寂

し
い
が
、
相
棒

い
な
く
て
単
独

だ

っ
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、

調
子
良
く
進
ん
だ
。
水
俣
川
の

３
回
の
渡
渉
と
槍
直
下
が
核
心

部
だ

っ
た
か
。

確
保
技
術
講
習
会

・
検
定
会

６
月
２０
～
２‐
日
確
保
技
術
講
習

会
　
検
定
会
が
、
豊
田
市
　
鞍
ヶ

池
公
園
に
於
て
、
受
講
者
２３
人
、

指
導
員
９
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ

た
。縦
走

コ
ー
ス
の
３
人
は
２０
日
の

み
で
、
ツ
エ
ル
ト
ビ
バ
ー
ク
の
方

法
、
登
り
下
り

の
歩
き
方
と

ス

ピ
ー
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
岩
場
の

ト
ラ
バ
ー
ス
の
コ
ツ
、

ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
な
ど
基
礎
的
な
実
技
を

行

っ
た
。

ま
た
、
岩
の
初
　
中
級
で
は
ア

ン
カ
ー
の
取
り
方
、
流
動
分
散
、

確
保
体
制
か
ら
の
脱
出
、
懸
垂
降

下
、
登
り
返
し
等
を
主
に
行

っ
た
。

一
日
日
は
３
時
３０
分
に
終
え
、

懸
垂

と
自

己
脱
出

な
ど

の
反
復

宿
泊

先

で
貴
重

な
意

見
交
換

／
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そ
の
後
宿
泊
先
の
龍
渓
院
で
１７
人

で
反
省
及
び
親
懇
を
計
り
、
意
見

交
換
も
あ

っ
て
有
意
義
な
ひ
と
時

を
過
ご
し
た
。

二
日
目
は
生
憎

の
雨
降
り
に

な

っ
た
が
、
ド
ー
ム
の
下
で
懸
垂

降
下
の
や
り
方
、
ま
た
実
際
に
斜

面
を
使

っ
て
の
練
習
を
や
り
、
基

礎
を
し

つ
か
り
繰
り
返
し
て
終
了

し
た
。

豊
川
山
岳
会

山

形
　

岳

二
日
間
に
渡

っ
て
み
っ
ち
り
と

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
を
教
わ
り
、
非
常

に
勉
強
に
な

っ
た
。
早
く
実
戦
で

使
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
出
て

き
た
が
じ

っ
く
り
と
反
復
練
習
し

て
体
に
染
み
込
ま
せ
た
い
。
ア
ン

カ
ー
構
築
に
お
い
て
は
シ
ー
ト
ベ

ン
ト
方
式
を
教
わ
り
、
自
分
の
幅

が
広
が
っ
た
。
こ
の
方
式
は
衝
撃

を
吸
収
し
や
す
い
素
材
で
出
来
て

い
る
メ
イ
ン
ロ
ー
プ
で
構
築
で
き

る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
そ

の
他
、
自
己
脱
出
や
懸
垂
下
降
に

し
て
も

「
な
ぜ
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

使
う

の
か
、
な
ぜ
こ
の
ロ
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
う
の
か
？
」
と
い
う

理
由
を
交
え
な
が
ら
の
説
明
だ

っ

た
の
で
腹
に
落
ち
や
す
か

っ
た
。

二
日
日
は
生
憎
の
雨
だ

っ
た
が

荷
重
を
か
け
な
が
ら
の
練
習
も
す

る

こ
と

が
出
来

た
。
今
後

も
毎

年
、
夜

の
懇
親
会
も
含
め
て
出
来

る
だ
け
参

加

し

て

い
き
た

い
と

口
心
っ
オヽ
一。

本
当
に
二
日
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ

い
ま
し
た
。

実

り
あ

る
講

習

デ
ン
ツ
ー
山
岳
部

神
戸
　
和
広

愛
知
岳
連
行
事
は
昨
年
か
ら
読

図
講
習
に
始
ま
り
気
象
講
習
、
冬

山
講
習
と
受
講
し
、
今
回
は

一
番

苦
手
な
確
保
講
習
で
し
た
。

結
び
の
基
本
を
理
解
習
得
で
き

て
な
い
の
で
、
事
前
勉
強
会
に
も

参
加
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
頭
が

飽
和
状
態
に
な

っ
て
し
ま
い
、
不

安
を
抱
え
た
ま
ま
受
講
の
日
を
迎

え
ま
し
た
。
や
は
り
自
分
が
理
解

で
き
て
な
い
結
び
の
段
に
な
る
と

そ
れ
に
囚
わ
れ
て
し
ま
い
、
な
ぜ

そ
こ
で
そ
の
結
び
を
す
る
の
か
と

い
う
基
本
が
理
解

で
き
な

い
ま

ま
、
順
番
だ
け
覚
え
る
態
に
な
り

ま
し
た
。
と
は
い
え
写
真
は
撮
り

復
習
に
備
え
ま
し
た
。
何
と
か

一

日
目
の
講
習
を
終
え
宿
泊
場
所
の

龍
渓
院

へ
。
明
る
い
内
か
ら
飲
み

始
め
、　
一
緒
に
講
習
を
受
け
た
方

や
常
任
理
事
の
方
た
ち
か
ら
現
在

の
会
で
の
取
り
組
み
や
過
去
の
武

勇
伝
を
伺
い
、
刺
激
を
受
け
た
貴

重
な
時
間
で
し
た
。
加
え
て
蛍
鑑

賞
会
も
良
か

っ
た
で
す
ね
。

二
日
目
は
自
己
脱
出
を
実
際
に

滑
落
し
た
人
の
重
み
を
受
け
実
践

し
ま
し
た
。
こ
れ
が
全
く
移
動
で

き
な
い
ほ
ど
で
、
最
初
の
支
点
位

置
の
重
要
性
が
良
く
分
か
り
ま
し

た
。
最
後
に
植
物
園
の
裏
手
の
斜

面
で
懸
垂
と
自
己
脱
出
の
復
習
。

今
回
は
自
分
が
身
に
付
け
な
く
て

は
い
け
な
い
事
が
身
に
し
み
た
実

り
あ
る
講
習
で
し
た
。
講
師
を
し

て
く
だ
さ

っ
た
指
導
員
の
方
々
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
会
に
戻

っ

て
教
え
ら
れ
る
よ
う
に
何
度
も
復

習
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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愛
知
岳
連
自
然
保
護
委
員
会
が

去
る
６
月
９
日
（火
）
１９
時
よ
り
、

県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。ま
ず
、
報
告
事
項
と
し
て
第
３６

回
自
然
観
察
会
が
、
４
月
２９
日
に

木
曽
福
島
の
城
山
で
、
２３
人
が
参

加
し
て
植
物
観
察
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
つ
づ
い
て
審
議
事
項
は
、

０
第
３９
回
自
然
保
護
委
員
総
会
が
、

９
月
１２
日
（土
）
～
１３
日
（日
）
に

福
島
県
の
磐
梯
青
少
年
交
流
の

家

で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
鈴
木
行
薫
、
杉
本
三
郎
、

青
木
周
子
の
三
人
が
出
席
の
予

定
で
す
。

②
第
３７
回
自
然
観
察
会
を
段
戸
裏

谷
原
生
林
で
Ｈ
月
３
日
（祝
）
９

時
よ
り
行
な
い
ま
す
。

０
平
成
２８
年
度
の
自
然
保
護
委
員

会
の
行
事
予
定
は
、
５
月
２８
日

（土
）清
掃
登
山
を
宮
路
山
～
五

井
山

（豊
川
市
　
蒲
郡
）
で
実

施
。
６
月
に
自
然
保
護
講
演
会

「
ラ
イ
チ

ョ
ウ
の
生
態
に
つ
い

て
」
を
開
く
予
定
で
す
。

〔出
席
者
〕
鈴
木
行
薫
、
杉
本
三

郎
、
青
木
周
子
、
増
田
美
智
子
、

川
上
健

一
、
内
藤
善

一（鈴
木
行
薫
）
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同
国

御
嶽
山
噴
火

噴
石
と
強
風
に
死
を

意
識
す
る
豊

田
中

研

平
井
　
隆
行

９
月
２７
日
、
私
は
御
嶽
山
噴
火

当
日
に
登
山
を
し
て
お
り
噴
火
を

体
験
し
ま
し
た
。
以
下
、
私
の
体

験
し
た
こ
と
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

当
日
は
天
候
の
良
い
土
曜
日
で
、

さ
ら
に
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
で
あ

つ
た

た
め
多
く
の
登
山
客
が
訪
れ
て
い

ま
し
た
。
山
頂
に
近
づ
く
に
つ
れ

て
、
視
界
も
良
好
に
な
り
、
紅
葉

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
も
姿
を
見

せ
る
な
ど
、
登
山
は
楽
し
い
も
の

で
し
た
。

（途
中
で
見
か
け
た
ラ

イ
チ
ョ
ウ
の
撮
影
に
時
間
を
使

っ

た
た
め
、
山
頂
に
近
づ
か
な
か

っ

た
の
で
、
結
果
的
に
私
を
救
う
こ

と
に
な
る
）

９
合
目
の
山
荘

（石
室
山
荘
）

を
過
ぎ
て
、
少
し
登

っ
た
と
こ
ろ

で
腰
を
下
ろ
し
て
休
憩
を
し
て
い

た
時
、
隣
の
山
裏
か
ら
煙
が
上
が
っ

て
い
る
の
を
見

つ
け
ま
し
た
。

（爆
発
の
音
な
ど
は
聞
こ
え
ま
せ

ん
で
し
た
）
始
め
は
異
常
で
あ
る

と
は
思
わ
ず
、
周
り
の
登
山
客
と

同
様
に
噴
煙
の
写
真
を
撮

っ
て
い

ま
し
た
。
登
山
客
の
中
に
は
降
り

た
方
が
い
い
の
で
は
な
い
か
、
と

相
談
す
る
人
も
お
り
ま
し
た
が
、

煙
の
動
き
も
遅
く
見
え
た
の
で
、

焦
る
人
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

煙
を
発
見
し
、
写
真
を
撮

つ
て

い
る
様
子
を
見
て
、
山
荘

（覚
明

堂
？
）
の
方
が

「
写
真
撮

っ
て
い

る
暇
な
ん
て
な
い
ぞ
―
逃
げ
ろ
―

ガ
ス
に
や
ら
れ
る
ぞ
―
」
と
叫
び

ま
し
た
。
そ
の
声
が
聞
こ
え
た
登

山
者
は
、　
一
斉
に
下
山
を
開
始
し

ま
し
た
が
、
声
が
聞
こ
え
な
か

っ

た
登
山
者
は
、
依
然
と
し
て
写
真

を
撮
る
た
め
に
立
ち
止
り
、
登
り

続
け
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。
私
は

「降
り
た
方
が
い
い
み

た
い
で
す
よ
」
と
声
を
掛
け
な
が

ら
、
引
き
続
き
上
り
続
け
る
多
く

の
登
山
者
と
す
れ
違
い
、
全
力
で

下
山
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
噴
煙

は
瞬
く
間
に
上
空
に
広
が
り
、
こ

ち
ら
に
向
か

っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
　
．

石
室
山
荘
を
通
り
過
ぎ
、
し
ば

ら
く
し
た
と
こ
ろ
で
、
あ
た
り
は

ど
ん
ど
ん
暗
く
な
り
、
雨
が
降
り

出
す
よ
う
に
ぼ
つ
ぽ
つ
と
噴
石
が

降

っ
て
き
ま
し
た
。
次
第
に
、
噴

石
の
勢
い
は
増
し
て
い
き
、
風
を

伴

っ
て
火
山
灰
と
噴
石
が
体
を
打

ち
付
け
ま
し
た
。
山
荘
に
戻
る
か
、

下
山
を
続
け
る
か
の
判
断
に
迷

い

ま
し
た
が
、
山
荘
ま
で
戻
る
た
め

に
２０
分
以
上
要
す
る
位
置
ま
で
す

で
に
下
山
し
て
い
る
こ
と
、
火
山

ガ
ス
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
は
で
き

る
だ
け
ガ
ス
源
か
ら
離
れ
た
方
が

有
利
だ
と
考
え
た
こ
と
か
ら
、
で

き
る
限
り
下
を
目
指
す
こ
と
を
選

択
し
ま
し
た
。
噴
石
で
多
く
の
方

が
亡
く
な

っ
た
今
回
の
災
害
で
、

こ
の
判
断
が
正
し
か

っ
た
か
ど
う

か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
判
断
を
行

っ
て
い

る
間
、
噴
石
と
風
は
勢
い
を
増
し
、

つ
い
に
は
辺
り
が

一
切
見
え
な
い

ほ
ど
真

っ
暗
と
な
り
、
噴
石
と
強

風
が
襲
い
ま
し
た
。
そ
の
暗
さ
は

数
セ
ン
チ
先
も
見
え
な
い
ほ
ど
で

し
た
。
こ
の
間
に
４０
℃
程
の
温
風

と
硫
化
水
素
の
匂
い
を
感
じ
ま
し

た
。
最
も
死
を
意
識
し
た
の
は
こ

の
時
で
す
。
こ
の
暗
闇
と
嵐
が
い

つ
ま
で
続
く
の
か
、
事
態
が
好
転

す
る
の
か
も
分
か
ら
ず
、
天
命
に

身
を
任
せ
る
の
み
で
し
た
。

暗
闇
が
ど
の
程
度
続
い
た
の
か

は
、
は

っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま
せ

ん
。
周
り
が
う

っ
す
ら
と
見
え
始

め
て
か
ら
、
ロ
ー
プ
を
つ
た
っ
て
、

少
し
ず

つ
下
山
を
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
視
界
が
数
十
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
こ
と
、
雷
が
鳴

っ
て
い
る

こ
と
を
考
え
て
、
下
山
を
す
る
に

は
不
適
と
判
断
し
、
岩
陰
に
身
を

ひ
そ
め
ま
し
た
。

雷
が
収
ま

っ
た
と
こ
ろ
で
、
よ

う
や
く
下
山
す
る
別
の
登
山
者
の

姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
私

も
下
山
を
開
始
し
ま
し
た
。
山
道

を
み
る
と
、
岩
の
凹
凸
が
分
か
ら

な

い
ほ
ど
に
火
山
灰
が
降
り
積

も

っ
て
い
ま
し
た
。

火
山
灰
が
降
り
積
も

っ
た
山
道

は
、
足
場
を
選
ぶ
必
要
が
無
い
た

め
、
テ
ン
ポ
よ
く
下
山
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
依
然

と
し
て
細
か
い
灰
は
降
り
続
け
、

湿
り
気
を
持

っ
た
火
山
灰
が
、
靴

の
裏
に
付
く
た
め
、
非
常
に
重
く

な
り
ま
し
た
。
ぬ
か
る
ん
だ
部
分

は
非
常
に
滑
り
や
す
く
、
何
度
か

転
倒
し
か
け
ま
し
た
。
８
合
目
を

過
ぎ
た
あ
た
り
で
、
よ
う
や
く
命

の
危
険
が
無
く
な

っ
た
と
確
信
で

き
ま
し
た
。

最
後
に
私
が
生
還
す
る
こ
と
が

で
き
た
ポ
イ
ン
ト
と
反
省
点
を
整

理
し
て
み
ま
す
。

①
と
に
か
く
下
に
向
か

っ
て
、
全

力
で
下
山
し
た
こ
と
↓
ガ
ス
の

濃
度
が
低
く
な
り
、
噴
石
の
サ

イ
ズ
も
小
さ
く
な

っ
た
と
思
い

ま
す
。

②
登
頂
す
る
こ
と

へ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
低
か

っ
た
こ
と
↓
逃

げ
ろ
の
声
を
聴

い
て
、
素
早
く

下
山
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

〔反
省
点
〕
①
安
全
な
山
だ
と
思

い
、
登
山
届
を
出
し
て
い
な
い
。

②
素
人
だ
け

で
登
山
を
し
た
た

め
、
普
段
よ
り
き

つ
い
硫
黄
臭

や
、
噴
煙
に
対
し
て
、
異
常
の
判

断
が
で
き
な
か

っ
た
。
③
煙
の
動

き
が
ゆ
っ
く
り
に
見
え
た

（実
際

は
と
て
も
速
い
）
た
め
、
危
機
感

が
足
り
な
か

っ
た
。
④
噴
石
に
対

す
る
知
識
が
無
く
、
山
荘
に
避
難

し
、
待
機
す
る
と
い
う
判
断
が
で

き
な
か

っ
た
。
⑤
ザ

ッ
ク
や
ポ

ケ
ッ
ト
の
ジ
ッ
パ
ー
が
少
し
空

い

て
い
た
た
め
、
ザ

ッ
ク
の
中
、
ポ

ケ
ツ
ト
の
中
は
す
べ
て
灰
だ
ら
け

に
な

っ
た
。
③

ヘ
ル
メ
ッ
ト
　
マ

ス
ク
な
ど
の
、
噴
石
　
火
山
灰
に

対
す
る
装
備
を
持

っ
て
い
な
か
っ

た
。
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――‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐
気
象
庁
噴
火
速
報

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

‐―――‐‐‐‐‐‐‐‐
８
月
上
旬
に
開
始

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

気
象
庁
は
、
火
山
の
噴
火
直
後

に
登
山
者
ら
へ
情
報
を
伝
え
る
た

め
新
た
に
設
け
る

「噴
火
速
報
」

に
つ
い
て
、
人
月
上
旬
か
ら
運
用

を
開
始
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

た
。
噴
火
か
ら
数
分
以
内
に
発
表

す
る
と
し
、
伝
達
手
段
は
自
治
体

の
防
災
無
線
や
ラ
ジ
オ
な
ど
を
候

補
に
検
討
を
進
め
て
い
る
。
五
段

階
あ
る
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
の
１
は

「
平
常
」
と
し
て
い
る
説
明
を
変

更
す
る
。

昨
年
九
月
に
発
生
し
た
御
嶽
山

（長
野
、
岐
阜
県
）
の
噴
火
で
は
、

火
山
活
動
の
状
況
が
登
山
者
ら
へ

十
分
に
伝
わ

っ
て
い
な
か

っ
た
問

題
点
が
浮
上
。
火
山
噴
火
予
知
連

絡
会
が
速
報
制
度
な
ど
の
創
設
を

求
め
た
。

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
で
最
も
低
い

１
は

「
活
火
山
で
あ
る
こ
と
に
留

意
」
に
変
更
す
る
。
警
戒
レ
ベ
ル

が
運
用
さ
れ
て
い
な
い
火
山
を
対

象
に
す
る
噴
火
予
報
の

「平
常
」

も
同
様
に
変
え
る
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
全
国
に
は

百
十
の
活
火
山
が
あ
り
、
こ
の
う

ち
二
十
四
時
間
態
勢
で
観
測
し
て

い
る
常
時
監
視
は
四
十
七
火
山
。

警
戒
レ
ベ
ル
を
運
用
し
て
い
る
の

は
常
時
監
視
火
山
の
う
ち
三
十
火

山

全
二
十

一
地
点
）
で
、
レ
ベ
ル

ー
は
富
士
山

（山
梨
、
静
岡
県
）、

雲
仙
岳

（長
崎
県
）
な
ど
二
十

一

地
点
と
な

っ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
２

（火
口
周
辺
規
制
）

は
吾
妻
山

（山
形
、
福
島
県
）
や

箱
根
山

（神
奈
川
県
）
な
ど
七
地

点
。
レ
ベ
ル
３

（入
山
規
制
）
は

昨
年
九
月
の
噴
火
後
に
１
か
ら
引

き
上
げ
ら
れ
た
御
嶽
山

（長
野
、

岐
阜
県
）
な
ど
三
地
点
。
レ
ベ
ル

４

ズ
避
難
準
備
）
と
５

（避
難
）

は
な
い
。
　
　
　
　
（中
日
新
聞
）

※
現
在
の
御
嶽
山
の
噴
火
警
戒
レ

ベ
ル
は
２

■
今
年
に
入

っ
て
も
地
震
や
噴
火

災
害
が
目
立

つ
。
特
に
山
岳
地
帯

で
は
ネ
パ
ー
ル
や
ボ
ル
ネ
オ
島

キ
ナ
バ
ル
山
、
ど
ち
ら
も
日
本
人

の
多
く
が
山
に
登
り
に
行
く
地
で

あ
る
。
国
内

で
は
箱
根
山
や
浅
間

山
、
阿
蘇
山
な
ど
指
摘
さ
れ
る
山

が
多

い
。
心
し
て
お
き
た

い
。

■
七
月
に
気
象
遭
難
対
策
講
習
会

が
行
わ
れ
た
。　
一
般
か
ら
も
募
集

し
て
い
る
講
習
会
だ
が
参
加
者
が

少
な

い
。
遭
難
事
故

の
多
く

の
基

因
は
気
象
条
件
で
あ
る
こ
と
を
認

識
し
て
は
し

い
。

■
指
導
員
資
格
を
持

つ
意
義
は
な

ん
だ
ろ
う
。
身

に
付
け
て
い
れ
ば

御
利
益
が
あ
る
わ
け
で
も
あ
る
ま

い
。
他
人
に
教
え
る
こ
と
で
生
き

る
も

の
だ
。
近
頃
ど
ん
ど
ん
新
し

い
指
導
法
が
増
え
て
い
ま
す
。
（Ｎ
）

▼
７
月
７
日
（火
）
Ｏ
Ｍ
Ｃ
ビ
ル

〔出
席
者
〕
安
藤
会
長
、
伊
藤
副

会
長
、
北
村
理
事
長
、
岩
瀬
副

理
事
長
、
杉
本
、
鈴
木
、
丹
羽
、

高
木
、
本
田
、
椙
山
、
岩
狭
、

関
谷
、
星
、
有
冨
各
常
任
理
事

（中
平
等
顧
問
）

Ｉ
　
報
告
事
項

１
　
自
然
保
護
委
員
会

（６
／
９

県
ス
ポ
）
鈴
木

２
　
日
山
協
指
導
員
研
修
会
　
委

員
総
会

（６
／
１３
～
‐４
東
京
）

本
田

３
　
第
１
回
気
象
講
習
会

（６
／

‐４
県
ス
ポ
）
岩
狭

４
　
第
１
回
理
事
会

（６
／
１６
県

ス
ポ
）
北
村

５
　
岳
連
確
保
技
術
講
習
会
　
検

定
会

（６
／
２０
～
２‐
鞍
ヶ
池
公

園
）
本
田
、
高
木

６
　
日
山
協
指
導
　
遭
対
合
同
研

修
会

（６
／
２０
～
２‐
熱
海
）
北

村
７
　
指
導
員
総
会

（６
／
２３
県
ス

ポ
）
本
田

８
　
遭
難
対
策
研
修
会
兼
委
員
総

会

（６
／
２７
～
２８
関
西
大
学
）

９
　
全
国
山
岳
遭
難
対
策
協
議
会

（
７
／
２
東
京
）
高
橋

１０
　
高
体
連
　
レ
ス
キ

ュ
ー
講
習

会

（
７
／
５
や
ま
び
こ
の
丘
）

１１
　
夏
山
フ
ェ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

Ⅱ
　
審
議

・
お
知
ら
せ
事
項

１
　
気
象
遭
難
対
策
講
習
会

（
７

／
‐８
県
ス
ポ
）
岩
瀬

２
　
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

（
７
／

‐８
～
‐９
三
重
）

３
　
第
１
回
Ｊｒ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講

習
会

（
７
／
２２
）
第
２
回
Ｊｒ
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

（７
／
２３
）

４
　
高
体
連
夏
期
大
会

（８
／
１７
、

‐９
県
民
の
森
、
海
老
沢
）

５
　
親
子
ふ
れ
あ

い
登
山
教
室

（少
年
少
女
登
山
教
室
）
８
／
２３

鈴
鹿
山
系
　
関
谷

６
　
県
民
登
山
説
明
会

（９
／
８

県
ス
ポ
）

７
　
中
高
年
安
全
登
山
指
導
者
講

習
会
東
部
地
区

（９
／
Ｈ
～
１３

東
京
）
北
村

８
　
山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
講
習
会
西

部
地
区

（９
／
Ｈ
～
１３
立
山
）

９
　
日
山
協
自
然
保
護
委
員
総
会

（９
／
１２
～
‐３
福
島
）
鈴
木

１０
　
第
１
回
Ｊｒ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
記

録
会

（９
／
２６
キ
ユ
‐
ブ
）

Ｈ
　
第
２
回
登
山
勉
強
会

（１０
／

８
　
東
三
　
９
／
３０
県
ス
ポ
）

‐２
　
全
日
本
登
山
大
会

（１０
／
９

～
Ｈ
宮
城
県
栗
駒
山
）
椙
山

‐３
　
岳
連
救
助
技
術
講
習
会

（１０

／
１０
～
Ｈ
鞍
ヶ
池
公
園
）
本
田

・４
　
高
体
連
秋
期
登
山
講
習

（Ю

／
２４
～
２５
釈
迦
ヶ
岳
）
岩
狭

‐５
　
海
外
登
山
懇
談
会

（Ｈ
／
５

東
京
）

・６
　
高
体
連
新
人
大
会

（Ｈ
／
７

～
８
釈
迦
ヶ
岳
）
関
谷

‐７
　
日
山
協
第
３
回
理
事
会

（１１

／
８
東
京
）
北
村

‐８
　
日
山
協
登
攀
技
術
研
修
会

（Ｈ
／
２‐
～
２２
神
奈
川
）
本
田

‐９
　
そ
の
他

常

任

理

事

会

◆
９

・
‐０
月
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル

編
集
後
記
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月  日 内 容

91
96
98
926
930
10 6
10 8
1010-11
1017
1020
1024^-25

常任理事会 (OMCビル)
第 2回気象講習会 (豊川高校 )
県民登山説明会 (県スポーツ会館 )
県民登山教室 (猿投山)
第 2回登山勉強会 (県スポーツ会館 )
常任理事会 (OMCビル)
第 2回登山勉強会 (東三)
救助技術講習会 検定会 (鞍 ヶ池 )
県民登山教室 (鈴鹿朝明渓谷周辺 )
第 3回理事会 (県 スポーツ会館 )
鈴鹿山系連絡協議会


